
資料１－⑥  

区部会から協議会までの課題整理の流れについて 

 

会議 区部会 事務局の合同会議 協議会 

＜ステップ２：課題の整理＞ 

○ 各区部会から報告された事例の読み

込み及び内容把握を行う。 

○ 各区部会から報告された事例について、

残された課題を中心に、課題をカテゴリ

ー毎に分類する。 

○ 分類された課題に対して、地域の社会資源

の状況を確認し、資源の過不足を把握する。 

○ 課題に対する取り組みの優先順位をつける。 

 

＜ステップ３：対応策（案）の検討＞ 

○ 対応策の方向性 

・ 情報機能：社会資源等の情報共有 

・ ﾈｯﾄﾜｰｸ機能：社会資源の連携強化 

・ 教育機能：構成員の資質向上 

・ 開発機能：社会資源の開発改善 

＜ステップ４：具体的協議・検証＞ 

○ 事務局から報告された課題と 

地域の社会資源の状況について 

確認する。 

 

○ 事務局から報告された課題への 

対応策（案）について、議論を深める。 

 

○ 検討内容によっては、 

・ 参考人の参加が必要 

・ 専門部会の設置が可能 

 

○ 課題解決へ向けた具体的なアクション 

・ 取り組み、場面、メンバー、費用等 

について取り決め、役割分担を行 

う 

内容 

＜ステップ１：個別事例の検討＞ 

○ 個別事例の検討を行い、利用可能性のある社

会資源の再検討及び残された個別の課題に

ついて整理する。 

 

○ 検討項目 

・ 主訴、 

・ 解決すべき課題、 

・ 対応、 

・ 利用した社会資源、 

・ 社会資源を利用して解決できたこと、 

・ 解決できなかったこと 

 

 

・ 利用可能性のある社会資源の再検討 

・ 個別の残された課題 

について、整理を行う。 

 

○ 事例について、協議会事務局へ報告するか

否かの判断を行う。 

・ 報告する事例：残された課題があるもの

・ 報告しない事例：相談支援の取り組み

の余地があるもの 

＜ステップ５：取り組みの実施及び管理＞ 

○ 具体的な取り組みの進捗管理を行う 

・ 取り組みへの支援 

・ スケジュール管理 

・ 効果測定のための情報管理 

＜ステップ６：取り組み効果の検証等＞ 

○ 取り組みの結果について検証 

○ ３年間の総括として，障がい福祉計画 

に対して意見を述べる 

踏まえて 

※地域課題とは，解決が難しい個別の生活課題と地域特性や社会資源の状況を摺り合わせ，分析した結果，見出された課題をいう。 


